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ハトーブ地域包括支援センター 市から委託を受け、本宮・仙北 ]太田・繋

いの高齢者の皆さまの日々の困りごとや心配ごとについて、適切な機関と

連携して解決 | 努め、安心 します。

認知症サポーター養成講座を開催しました。

地域の店舗であるマイヤ仙北店、仙北小学校 4年生の

皆さんと学びの時間を持ちました。

マイヤ仙北店では店舗ならではの課題があり、現場で働

いている職員さんと対応について意見交換をしました。

仙北小学校では、認知症の方が安心できるような接し

方について、寸劇を交えて考える良い機会となりました。

「やさしい言葉で話したい」「正面からゆつくりと声かけしたい」

など、さまざまな意見がありました。

5人に1人は認知症になるといわれてい す。1人を4人

で見守り、その 1人も輪に入り5人で支えあう地域にして

いきたいですね。

参加者の方々からは、「自分が大事にしていること」「自

分が思つていること」をしつかりと家族に伝えることが大切と

実感した様子でした。人生会議とは、「もしものとき」にどういう治療をしてほしい

か、どういう最期を迎えたいかを家族やお医者さんに伝える

ためにあります。

東仙北での地区サロンでは本人の気持ちを大事に、家族

としてどう支えていくのか。「サイ五郎さんちの人生会議」とい

う絵本とカードを使用しグループワークを行いました。
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薔鎮 ～芽生えた たくさんの「ゎ」～

ンママ閻馘トクト
オレンジガーデニングプ騒ジェクトと|よ、2020年に

新潟県長同事から始まり、「認知症になっても暮ら彗やす毎ヽまちをみん

なで倉ljつ てしヽこう l」 と懇ヽう思しヽを共有し、全国各地でオレンジ色の花

を教か鸞るプ爾ジ轟クトで、爾本申筵広がりつつあります。

盛欝地区でもお花を通じて F人 と入」「人と居場所」「人と′か」がつな

がりだれ鍾も優 ししヽ地域を轟指 しわ周から活動を開始しました。
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マリーゴール ドと
キバナコスモスの

種を撒きました。
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育てた苗は小学校・保育園の子
どもたちの手へ !思 いを込めた花
が人と人を思う優 しい輪となり人
から人ヘバ トンのように想いを乗
せて渡 りました。

∫一人では
曇なとなら

●

難 しいことも、みん
叶えられました。
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9/21アルツハイマーデーに向け、「ロバ隊長つくり
隊」が結成されました l地域にお住まいの高齢者、地

域のサロンに参加されている方、グループホームに入

居中の方、小申学生の皆さんにご協力いただきました。

完成 したマスコットはオレンジガーデニングプロジ

ェクトに協力いただいた機関や地区の活動センター、

企業などに配布 しております。

ロバ隊長は認知症になつ
ても安心して暮らせるまちづ

くりへの道のりの先頭を歩い
ています。ロバのように急が
ず、一歩一歩着実に進んで
いくという意味が込められて
います。

Ψ畿尚警曜

瘍夢

～今口|またあ亀ドレスづく扮～

膊鰺鼈汎袋蓼:滲[熙鰺颯恣
地域に住む高齢者の方が自分らしく元気 |こ

生活できるよう|こ 「できることを形に |」 を目標に

活動 してしヽます。今回のたおる ドレス作 り|よ Aさ ん
のお話がきっかけでした。

当日は施設の入所者さんや地域にお住まいの方 10名 が

集まりました。各自好きな柄や色のフェイスタオルを選

んでいただき、Aさ んを講師にワイワイしながらスター

ト!みなさん慣れた手つきで作っていました。
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縫物は得意。せっかく覚
えた“たおるドレス"を作り
たい方いないかしら?

施設でボランティア活
動をしてくれる方を募

集しています。

Aさ ん なごみ館
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知っていますか ?
痺顆はプ鑽は言労鬱なのこと
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令和6年、子ども"若者育成支援推進法の改正が

あり、ヤングケアラーが法律に明記されました。中高

生の17人に 1人がヤングケアラーといわれており、支

援の強化が進められています。

嶽穐 :轟ども家庭庁本…ムベージ (https:〃 www,cfa`ooわ /aaa/)

警導毒

ヤングケアラーとは、“本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行つている子ども“若

者 "のことです。「お手伝い」との違いはその負担や責任の重さ。学校生活への影響や、こころ壼体に不調が出始めた時

|ま無理をしているサインかもしれません。

もしかして、ヤングケアラー?

軍二十を貫えるた三〕|こ 労伊を

して、難が lvヽ ■F二 の九る
第軌を蹴 :∫ てしヽる。

家族まこ織わり、建 ttき まう

だ tヽ鈴世懲を極で1し るヽ。

アルコ…ルⅢ轟箋 ,ギヤンプ

ル間懸七搬え轟奪族 i3対応

してしヽ機摯

障がしヽや擁凱織轟るさょう

だしヽ申世:舗や露守甲を尊て

しヽる。

がん・難蝿“綺赫痰意毅ご職

性的な病気寺黛靭器着盛奄

trで しヽ‐る|。

婆鍛裁彗な t、 家ヽ驚曇見守リ

や声か |ナなご尋気づかしヽを

してしヽ感惨

障が tヽや窮凱器轟る蹴波

寺身鎌封 り碑世鷺
1徹
仁て

しヽ轟.

調車妻‐藷が筆一言驚でなしヽ

家族や障鎌ヾい録轟轟家接

券ため:こ通1調をこでもヽ暮懇

障がちヽや病気伸轟暴家族

の九 :11事 や トイレめ介躊徹

なて与ヽる。

介護支援専門員として ヤングケアラーについて学ぶ

近年、少子高齢化や人口減少などの影響により、家族の形や働き方、

生き方が多様化しています。私たちの生活や地域を取り巻く環境の変化

に伴い、一つの世帯で複数の悩みを抱えたり、その悩みが複雑化してい

ます。

介護支援専門員は定期的に自宅を訪ね、利用者の生活やサービスの

実施状況等を確認します。そのため高齢者の支援でありながら、その世帯

が抱える課題をキャッチできる立場にもあると言えます。

イーハトーブ地域包括支援センターでは、支援者支援の取り組みの一つとして地

域ケア会議を開催しています。9/10(火 )の地域ケア会議では「子どもの支援から

見える家族支援のあり方」と題し、スクールソーシャルワーカー ★1の砂田麻子さん

による講演、ならびに事例検討を行いました。介護支援専門員・相談支援専門員ロ

医療相談員等が参加し、ヤングケアラーの理解を深めるとともに、いち支援者とし

て果たすべきことを再確認できた会となりました。
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難がしヽや病三角ある家族
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1彎:・ :ム濯などのユキケして

しヽ為.

憫}★ 1スクールソーシャル

ワーカー (SSWr)… 主に

小・中・高などの教育現場で

児童生徒の困りごとや心配ご

とへの相談援助を行う専門

職です。
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盛岡市上太田

塚彰
緻′儡:晰  地域のサロンでは11月に少し早い年縄作りをしました。実習にきてしヽた学生も参加させていただき、
わり鰻鋏冬[学生は藁を扱うことも初めてと、手取り足取り地域の方に教えてもらいました。私、武内も支援センタ

―に配属され早何年、少しはできるようになりました☆多他の地区でも12月 に年縄作りを実施するところがあります。この時期

がくると、一年が終わるんだなあ、一年あつという間だったなあとしみじみ感じる今日この頃です。(一番左が私作成)

蟷饒羮鱚鼈F、ヽ、、45m鱚拳
鰹

年縄 (と しな )

とは、年神さまを祭るため

に正 月に張る注連縄 (し

めなわ )の こと。一文字、

大根〆、輪〆、牛芽〆など

いろいろな形があります。
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鰈警
曇鶉釉卜鑽   地域の方からお声をかけていただき、
鐵鰊鯰で

'3地
域の集まりの場で認知症についてお話をさせて

いただきました。コロナ感染症のためにしばらく休止していた集まりの場が再

開したり、新ししヽ活動の場ができたりと、地域活動も様々行われています。

支援センターでは「何か話してほしい」「何かやってほしい」とお声をいただ

ければ、ご希望 |こそった内容で講話や体操等実施いたします。お気軽にお

声がけくださいね☆多
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お詫びと訂正のお知らせ

前号の「わわわだより(令和 6年 7月 発行第 11号 )」にて、《盛南地区の

人口動態 》と題し、人口、65歳以上人口、高齢化率の掲載をいたしました。

そのなかで、仙北地区と本宮地区の高齢化率が入れ違う誤りがありました。

ただしく|よ、右記表のとおり

仙北地区の高齢化率

“26.2%''

本宮地区の高齢化率

“17.9%"

となります。
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訂正し、お詫び申し上げます。

心新たな気持ちで新年を迎えま

した。昨年は“わわわだより"を通じ

てたくさんの方々とかかわることが

できました。

今年はへび年のごとく広報誌の

さらなる進化を目指していきま

す !

皆さん楽しみにしていてください。

(おっぴ)

編集後記
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